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総

鼈

２
月
２３
日
祈
年
祭

・
鎮
火
祭
終

了
後
、
役
員
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

職
芸
学
院
上
野
教
授
に
お
願
い

し
て
い
た
、
拝
殿
改
築
工
事
の
工

事
概
要
、
工
事
工
程
、
工
事
見
積

り
、
工
事
図
面
等
々
の
書
類
を
頂

き
ま
し
た
。

次
回
役
員
会
は
４
月
２８
日
と
し

て
、
上
野
教
授
に
詳
し
く
説
明
し

て
頂
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
月
末
頃
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
、
３

蜜
を
防
ぎ
、
不
要
不
急
の
外
出
止

め
、
家
に
い
る
よ
う
に
、
と
言
う

事
と
な
り
、
説
明
会
は
延
期
に
な

り
ま
し
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
る

異
例
な
例
祭

令
和
三
年
四
月
二
十
九
日
の
春

嚇剛際れ一課硼洵畔巡ミ鴫醸

宜
と
祭
員
四
名
が
マ
ス
ク
を
し
て

纏
學

マスク姿の祠宜

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
各
自
治
体
は

全
て
自
粛
し
て
、
獅
子
舞
い
や
お

神
輿
、
浦
安
の
舞
も
奉
納
さ
れ
ま

せ
ん
。
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
が

進
み
、
氏
子
の
皆
さ
ん
は
家
に
い

る
よ
う
で
す
。
早
く
収
ま
る
こ
と

を
心
か
ら
念
じ
ま
し
た
。

五
月
二
十
日
（土
）、
令
和
三
年

度
の
氏
子
総
代
会
を
開
催
す
る
予

定
で
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
、
３
蜜
を
避
け
る

対
策
と
し
て
、
全
て
書
類
を
発
送

し
て
検
討
し
て
頂
き
、
書
面
議
決

と
し
ま
し
た
。
（顧
間

。
理
事
に
１８

通
、
自
治
会
長
理
事
に
２０
通
、
計

３８
通
）

検
討
し
て
頂
い
た
議
案

第
１
号
議
案
　
令
和
元
年
度
決
算

報
告

第
２
号
議
案
　
令
和
２
年
度
社
寺

運
営
計
画

第
３
号
議
案
　
令
和
２
年
度
予
算

案
第
４
号
議
案
　
令
和
２
年
度
責
任

役
員
案

第
５
号
議
案
　
鵜
坂
神
社
奉
賛
会

会
則
改
定
案

第
６
号
議
案
　
境
内
清
掃
区
分
図

以
上
の
議
案
を
返
信
し
て
頂
き

ま
し
た
。
回
答
率
は
９
４
．
７
％
、

集
計
結
果
は
、

「書
面
決
議
書
」

回
答
者
数
３６
名
、
大
多
数
を
以
て

令
和
２
年
度
「鵜
坂
神
社
総
代
会
」

は
、
成
立
し
ま
し
た
。

第
１
号
か
ら
６
号
の
各
議
決
に

つ
き
ま
し
て
は
、
全
て
賛
成
多
数

で
あ
り
、
こ
れ
を
以
て
議
案
は
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
に
ご
賛
同
頂
き
、
今

後
も
神
社
運
営

へ
の
ご
協
力
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
反
対
の
ご
意
見
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ど
れ
も
建
設
的
な
ご

意
見
で
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

執
行
部
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

ご
意
見
、
要
望
を
し
つ
か
り
検
討

し
、
改
善
す
べ
き
は
改
善
し
、
今

後
の
神
社
運
営
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
意
見

役
員
に
つ
い
て

１
）
西
本
郷
は
今
ま
で
理
事
２
人

出
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ

り
１
人
に
し
た

い
と
思

い
磨
ま

す
。

２
）
責
任
役
員
の
専
任
に
は
、
責
任

役
員
会
を
開
く
べ
き
で
は
無
か
っ

た
か
。

清
掃
区
分
に
つ
い
て

１
）
境
内
清
掃
は
上
田
島
で
は
変

更
希
望
が
出
て
い
ま
す
。

２
）宮
ヶ
島
が
２
ケ
所
、宮

ヶ
島
団

地
無
し
。
宮

ヶ
島
探
知
↓
市
営
住

宅

（８
棟
）
の
自
治
会
で
す
の
で
、

宮

ヶ
島
と
は
別
の
も
の
で
す
。
振

分
け
に
相
談
す
れ
ば
良
い
の
で
し

よ
う
か
、
提
示
頂
け
れ
ば
助
か
り

ま
す
。

そ
の
他
に
つ
い
て

１
）
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ

自
粛
も
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
感
染
リ
ス
ク
が
０
に
な
る
こ

と
は
有
り
ま
せ
ん
の
で
、
引
き
続

き
安
全
面
に
十
分
配
慮
の
上
、
行

事
を
執
り
行

っ
て
頂
き
ま
す
様
お

願
い
致
し
ま
す
。

２
）
郵
送
先
の
住
所
で
す
が
、
番
地

ま
で
記
載
し
て
送
付
し
て
下
さ

い
。
郵
便
局
に
手
数
を
掛
け
さ
せ

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

３
）
当
自
治
会
は
ウ

エ
ス
ト
ヒ
ル

ズ

Ⅱ
で
す

の
で
修
正
し
て
下
さ

い
。

４
）会
則
改
定
案
で
す
が
、
名
前
の

変
更
の
み
で
し
ょ
う
か
？
変
更
点

が
分
か
る
様
に
表
現
し
て
下
さ

い
。
名
前
の
変
更
の
み
と
い
う
想

定
で
賛
成
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
場
合
は
、
再
度
議
決
を
行
っ

て
下
さ
い
。

以
上
の
意
見
が
有
り
ま
し
た
。

検
討
致
し
ま
し
て
、
次
の
機
会

に
連
絡
致
し
ま
す
。

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

夏
祭
　
除
蛙
祭

鵜
坂
寺
別
当
慰
霊
祭

六
月
十
六
日
（火
）
十
時
よ
り
、

夏
祭
り
（田
祭
り
）
、
大
伴
家
持
彰

徳
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
マ
ス
ク

を
し
な
が
ら
の
例
祭
で
す
。

夏
祭
は
、
稲
穂
が
蛙
な
ど
の
害

虫
に
合
わ
な
い
よ
う
祈
願
し
て
五

穀
豊
穣
を
祈
り
、
感
謝
す
る
祭
り

で
す
。
ま
た
国
内
巡
察
に
出
た
越

中
国
司
大
伴
家
持
は
、
売
比
野
に

入
り
、
越
の
大
社
鵜
坂
神
社
に
詣

で
、
神
通
川
で
鵜
飼
を
賞
で
た
。 家持彰徳祭 夏祭 りの祝詞マスクをしての祭礼


